
おじいちゃん
からの

ひとこと

祖
父
は
私
０
父

私
の
祖
父
は
、
と
て
も
働
き
者
で
す
。
春
に
な
る

と
、
軽
ト
ラ
で
魚
を
売
り
に
歩
き
ま
す
。
だ
か
ら
、

朝
は
三
時
ご
ろ
か
ら
起
き
て
仕
入
れ
に
行
き
ま
す
。

祖
父
の
楽
し
み
は
、
仕
事
か
ら
帰

っ
て
来
て
、
酒

を
飲
む
こ
と
で
す
。
酒
を
飲
む
と
、
と
て
も
ゆ
が
い

に
な
り
、
音
の
話
を
し
た
り
、
歌
を
う
た

っ
た
り
し

四
年
生
の
時
、
父
を
な
＜
し
て
か
ら
は
、
祖
父
ガ

父
の
が
わ
り
を
し
て
く
れ
ま
す
。

「
み
ち
る
ガ
、
大
人
に
な
る
ま
で
は
、
じ
い
ち
や
ん

ガ
ん
ば
る
か
ら
な
」。

と
い
っ
て
、
魚
売
り
に
出
か
け
て
行
き
ま
す
。
そ
ん

な
祖
父
を
私
は
大
好
き
で
す
。
で
も
、
今
の
私
に
は
、

何
も
し
て
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
き
る
こ

と
と
い
え
ば
、
長
生
き
を
し
て
ほ
し
い
と
願
う
こ
と

だ
け
で
す
。
私
ガ
大
人
に
な
っ
た
ら
、
た
く
さ
ん
楽

を
さ
せ
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
好
き
な
お
じ
い
ち
や
ん
、
百
さ
い
ま
で
も
生

き
て
、
父
の
ぶ
ん
ま
で
長
生
き
し
て
ね
。

つ卜Πo主な記事
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翻嘱
博
「
一̈品
櫛
融
面
嗣
ギ
一

“

先
見
性
と
独
創

村

長

一二
重

性
を
発
揮

私
は
四
年
前
、
「海
と
山
と
湖
」

百
人
雇
用
の
新
た
な
労
働
市
場
の

独
創
性
」
を
発
揮
し
た
村
お
こ
し

を
進
め
、
若
者
の
定
住
促
進
と
過

疎
か
ら
の
脱
却
を
基
本
的
な
政
策

実
現
と
、
揺
る
ぎ
な
い
市
浦
村
発

的
な
施
策
を
実
施
し
て
き
た
つ
も

そ

の

い
く

つ
か

を

総

括

し

て

み

性

倍

増

に

つ

い
て

は

、

未

利

用

農

の
推

進

を

図

る

べ
く

、

収

益

性

の

置

し

、

そ

の
可

能

性

を

さ

ぐ

っ
て

産
者
と
行
政
が

一
体
と
な
り
、
同

事
業
を
円
滑
に
進
め
、
先
行
き
不

透
明
な
畜
産
事
業
の
よ
り

一
層
の

振
興
を
図
る
べ
く
、
社
団
法
人
市

浦
村
畜
産
振
興
公
社
を
設
立
し
、

合
わ
せ
て
獣
医
師
の
常
駐
体
制
を

と
り
、
事
故
牛
の
治
療
の
ほ
か
、

損
害
防
止
事
業
を
積
極
的
に
進
め

つ
＜
る
漁
業
の

充
実

千
平
方
イ
に
及
ぶ
ア
ワ
ビ
漁
場
の

造
成
、
十
万
個
の
稚
貝
放
流
を
す

る
中
間
育
成
施
設
の
建
設
の
ほ
か
、

三
百
万
粒
の
ふ
化
機
能
を
有
す
る

漁
民
生
活
の
安
定
向
上
に
努
力
し

海
岸
漁
民
の
熱
い
視
線
の
中
で
、

中
間
育
成
施
設
が
着
工
さ
れ
る
こ

企
業
誘
致
に
よ

る
若
者
定
住

つ
ま

り

、

総

人

日

の
三

分

の

一

や

祖

先

に
対

す

る

絶

ち

難

い
愛

着

を

感

し

な

が

ら

も

、

現

実

に

日
常

生

活

の
維

持

が

困

難

と

な

っ
た

た

め

、

や

む

な

く

生

ま

れ
故

郷

を

後

市

浦

村

の
産

業

構

造

の
多

角

化

を

図

り

、

若

者

が
定

住

で

き

る

安

定

し

た
就

業

の
場

を

つ
く

る

た

め

、

率

先

し

て

企

業

の
誘

致

に

取

り

組

「
広

い
土

地

」

と

「
安

い
労

働

力

を

提

供

す

る

た

め

、

技

能

者

集

工

場

建

設

は
村

で
行

な

い
、

経

営

あ

り

ま

す

が

、

現

在

百

四

十

名

の

五

千

万

円

の
新

し

い
産

業

を

創

出

、

私

の
言

う

二

百

人

雇

用

体

制

づ

く

り

は

、

単

に

企

業

を

誘

致

す

る

工

を

行

な

い
、

そ

れ

に
附

加

価

値

活

用

促

進

モ
デ

ル
事

業

の
指

定

を

受

け

、

木

材

工

芸

セ

ン
タ

ー

、

農

水

産

加

エ

セ

ン
タ

ー

等

の
建

設

に

地
域
資
源
活
用

に
よ
る
活
性
化

第

二

点

と

し

て

は

、

半

島

振

興

地

域

指

定

、

竜

泊

ラ

イ

ン

の
開

通

、

高

速

交

通

体

系

の
充

実

な

ど

外

的

環

境

が
整

備

さ

れ

つ

つ
あ

る

と

こ

化

財

を

観

光

に
生

か

し

、

地

域

経

地

域

活

性

化

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

事

業

の
指

定

を

受

け

、

商

工

観

光

な

ど

第

二

次

産

業

の
振

興

に
も

十

分

意

村
づ
＜
り
は

人
づ
＜
り

の
村

づ

く

り

は

人

づ

く

り

に
あ

る

と

の
観

点

か

ら

、

大

田
小

学

校

の

建

設

、

中

学

校

の
大

規

模

改

修

、

教

員

宿

合

の
建

設

、

ス
ポ

ー

ツ
広

場

の
整

備

、

通

学

道

路

の
新

設

改

精

力

的

に
取

り

組

ん

で

き

た

の

で

以

上

、

こ

の
四

年

間

の
概

要

を

し

め

村

民

各

位

の
積

極

的

な

ご
理

え

、

ど

ん

な

花

を

咲

か

せ

る

か

、

が

、

今

の
私

に
課

せ

ら

れ

た
使

命



今
年
の
重
点
施
策

産
業
基
盤
の
確
保
と

地
域
経
済
の
活
性
化

歴
史
文
化
の
豊
か
な

ふ
る
さ
と
創
造
と

人
づ
く
り

◆

　

産

業

基

盤

の
確

保

と

地

域

経

済

の
活

性

化

◆

　

歴

史

文

化

の
豊

か

な

、

ふ

る

目
的
別
の
主
な
予
算

昭
和
六
十
二
年
度

一

般
会
計
歳
出
予
算
の

主
な
も
の
を
、
目
的

別
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

，
単
位

・
千
円
０
内
は

前
年
度
当
初
予
算
～



広報ι多ろ

“

)

西

北

五

衛

生

処

理

組

合

負

担

金

一
　

　

的

に

は

増

額

予

算

と

な

っ
て

い
ま

集

な

ど

一
般

廃

棄

物

の
管

理

委

託

　

　

▼
農

業

資

は

、

二
億

二

千

六

百

八

・・・・・・・・

・・一■

．．．．．．．

水

田
農

業

確

立

対

策

を

前

。
後

期

九

ヘ
ク

タ

ー

ル

の
配

分

で

、

転

作

率

は

二

十

九

書

と

な

り

、

こ

の
転

衛
生
費
は
、
前
年
度
当
初
に
対

七
万
四
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す

が
、
住
民
の
よ
り

一
層
の
健
康
増

進
と
老
人
保
健
事
業
の
補
助
制
度

を
効
率
的
に
活
用
し
、
き
め
細
か

保
健
衛
生
総
務
費
で
は
、
▼
派

八
千
円
、
▼
簡
易
水
道
事
業
特
別

円
の
ほ
か
、
各
種
検
診
に
係
る
所

要
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費
の
総
額
は
、
三

整
備
事
業
」
及
び

「さ
け

。
ま
す

た
た
め
、
そ
の
事
業
費
四
千
百
万

加

え

て
、

食

糧

管

理

制

度

の
見

直

し

及

び

米

価

の
引

下

げ

等

が

予

想

な

事

態

に
直

面

し

て

ゆ

く

も

の
と

低

減

と
指

導

強

化

を

図

り

、

転

作

．
籍

罐

．

▼
農

業

総

務

費

　

一
一
千

九

百

十

一

万

三

千

円

に

つ

い
て

は

、

管

理

的

補

助

金

、

各

種

負

担

金

等

が
主

な

も

の

で
す

が

、

農

業

共

済

事

業

特

マ
セ
を

克

服

し

、

野

菜

等

の
産

地

益

施

設

野

菜

産

地

育

成

パ
イ

ロ

ッ

の
指
導
、
確
認
等
の
現
地
に
お
け

る
推
進
事
務
経
費
の
ほ
か
、
本
対

瞬

趾

市

▼
草
地
開
発
事
業
費
は
、
四
千
二

い
る
県
営
草
地
開
発
事
業
、
国
営

等
草
地
開
発
附
帯
事
業
、
畜
産
総

合
対
策
事
業
等
の
継
続
の
ほ
か
、

五
ヵ
年
計
画
で
岩
井
牧
場
の
草
地

．け
　
卜．

事

業

資

に

つ

い
て

は

、

国

土

庁

指

拠

点

と

な

る

地

域

活

性

化

セ

ン
タ

ー

の
建

設

が

六

十

二

年

度

か

ら

二

ヵ
年

の
継

続

事

業

と

し

て
着

工

さ

六

十

二

年

度

実

施

の
事

業

費

分

ク

リ

ー

ト

平

屋

建

て

で

、

総

面

積

あ

り

、

体

験

実

習

室

、

歴

史

民

俗

工
事

の
う

ち

、

昭

和

六

十

二

年

度

用

地

購

入

費

等

二

百

十

四

万

四

千

げ

▼
村

税

　

一
億

三

千

六

百

九

万

四

千

円

、

▼

地

方

交

付

税

　

八

億

六

税

制

の
抜

本

改

正

に
よ

る

影

響

等

を

勘

案

し

、

特

に
慎

重

に

検

討

を

地

方

交

付

税

は

、

国

の
財

政

政

制

度

改

正

な

ど

を

総

合

的

に
検

討

村

債

は

、

本

年

度

の
地

方

債

計

画

並

び

に

予

算

事

業

の
起

債

充

当

率

、

既

往

の
実

績

等

を

勘

案

し

な



市
浦
中
校
書
の
大
規

模
改
修
工
事
を
継
続

教
員
住
宅
の

建
設

臼

謎
稲

一



．路整

い．

市
浦
村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

九
十
四
万
円
計
上
し
ま
し
た
が
、

伸
び
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
給
水
戸
数
は
九
百
九
十

二
件
、
普
及
率
が
八
十
五
計
で
す

率
の
向
上
に
努
め
る

一
方
、
経
常

事
業
収
入
で
は
、
四
千
百
八
十
万

及
率
等
を
勘
案
し
て
計
上
し
ま
し

た
。　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は

水
場
改
良
工
事
費
と
高
料
金
対
策

▼
歳
出
で
は
、
総
額
の
六
十
Ｆ
を

超
す
建
設
事
業
費
の
償
還
金
四
千

一
千
円
、
検
定
満
了
メ
ー
タ
ー
取

良
事
業
費
と
し
て
、
三
百
四
十
三

万
円
計
上
し
ま
し
た
。

市
浦
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算
で
は
、
事
業
勘
定
の
歳
入

歳
出
総
額
を
前
年
度
当
初

に
対
し

営
診
療
施
設
勘
定

の
歳
入
歳
出
総

医
療

費

の
伸

び
率
県
内

で
も

ト

ッ
プ

ク
ラ

ス

▼
事
業
勘
定
に
つ
い
て
は
、
全
国

心
と
す
る
医
療
費
の
伸
び
率
は
、

▼
総

務

費

に

つ

い
て

は

、

職

員

の

給

与

資

を

中

心

に
関

係

経

費

一
千

直
営
診
療
施
設
勘
定
会
計
の
総

務
費
に
つ
い
て
は
、
職
員
給
与
費

カ
メ
ラ
付
き
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
カ
メ

市

浦

村

老

人

保

健

特

別

会

計

で

農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
は
、

農
作
物
共
済
勘
定
六
千
六
百
十
二

▼
農
作
物
勘
定
は
、
対
前
年
度

一

二
年
度
に
お
い
て
、
水
稲
無
事
戻

円

、

▼
桐

栽

培

及

び
造

林

事

業

費

◆

脇

元

財

産

区

特

別

会

計

は

、

学

◆

十

二

財

産

区

特

別

会

計

は

、

羽

黒

崎

の
土

地

売

払

処

分

及

び
管

理

経

費

を

中

心

に

、

歳

入

歳

出

そ

れ



晨
ホ
産
加
エ
セ
ン
タ
ー
で
試
食
舎

農

水

産

加

エ

セ

ン
タ

ー

で
試

作

　

　

佃

煮

な

ど

、

農

水

産

加

工

品

の
試

品
作

り
を

し

て

い
た

十

三

漁

業

協

　

　

食

会

を

開

き

ま

し

た

。

同

組

合

で

は

、

四

月

十

六

日

午

後

　

　

　

こ

の
試

食

会

は

、

同

漁

協

婦

人

一
時

三

十

分

か

ら

、

同

漁

協

で
、
　

　

部

が

一
ヵ
月

間

か

け

て
作

っ
た

十

で
、

今

後

の
商

品

化

に
大

き

な

期

―

―

―

―

◇

―

―

―

―

高

度

活

用

促

進

モ
デ

ル
事

業

」

の

加

工

で
村

お

こ
し

を

―
―

と

の
狙

忠

雄

代

表

）

に

、

農

水

産

加

エ

セ

（
工

藤

章

二
郎

組

合

長

一
に

、

管

理

運

営

を

委

託

し

、

両

セ

ン
タ

ー

と

も

新

し

い
名

産

品

作

り

に
取

り

(η 広報ι多4

国土庁の指定事業で完成 した農水産加エセンターでは、
14品 の試作品が作られました。

「
い
ず

れ

の
試

作

品

に
も

独

特

の

風

味

が
あ

る
。

十

二

湖

特

有

の
味

だ

ち

に
商

品

化

で
き

る

　

」。

と

、

販

売

価

格

を

決

め

、

新

し

い
土

産

品

と

し

て

観

光

客

に
売

り

出

す

ほ

た

十

二

湖

の
小

魚

加

工

に
も

取

り

組

み

、

地

域

経

済

の
活

性

化

に
役
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二
一・着
任
教
職
員
を

励
ま
す
会

市
浦
村
教
育
委
員
会
主
催
の

「

着
任
教
職
員
を
励
ま
す
会
」
は
、

四
用
八
日
午
後
三
時
か
ら
、
市
潤

村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
着
任
教
職
員
二
十
八
人
の

歓
迎
と
激
励
を
し
ま
し
た

県

内

の
学

校

教

職

員

の
人

事

異

動

は

、

去

る

二

月

二

十

六

日

発

表

二

十

二

人

の
教

職

員

が
転

出

し

、

新

し

く

二

十

八

人

の
教

職

員

が

本

校

教

職

員

の
総

数

は

六

十

一
人

で

す

か

ら

、

今

回

の
人

事

異

動

は

近

年

で

は
大

規

模

な

も

の

と

な

り

ま

村

へ
着

任

し

た

教

職

員

が

一
日

も

早

く

本

村

の
教

育

環

境

や

地

域

に

と

け

込

み

、

少

し

で

も

不

安

な

気

持

を

解

消

し

て

も

ら

お
う

　

と

、

新

し

く

着

任

し

た

教

職

員

か

ら

く

り

で
あ

る
。

学

校

教

職

員

に

は

関

し

て

は

学

校

教

職

員

に
任

せ

る

し

て
欲

し

い

」。

と

激

励

し

ま

し

た
。

と
施
設
の
効
率
的
利
用
を
呼
び
か

地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る
特
産
品

明
、
同
助
教
授
の
指
導
で
堆
米
を

手作り工芸楽しt、ナァ

譲    彗
くぜはなりそう…

親切に指導する佐藤先生 (右 )

「本村の教育発展のためがんばって



胴
を
張
り
元
気

一̈一一一一一摯一一一̈
一̈
一一̈
“一一̈
贅一』”『一』一一い一一一一一一”一（一一̈
摯』一一粋一一一一｝一̈
一」一

―
入
学
式
に
見
る
新
一
年
生
―

一」一一』椰｝一棒“摯い摯森一一一一一絲一一一響̈
“一『一一“一一一一一姜一『一』線輌一養』摯』一一中一一一”一い̈
ぽ

父
母
は

ド
書
ド
書

張

ら
れ
て
い
る
机
を
見
つ
け
て
ニ

の
一
年
生
で
す
．
名
前
を
呼
ば
れ

つ
¨
と
、　
一
人
ひ
と
り
名
前
を
呼

入
学
式
で
は
、
原
田
校
長
が

「

会

長

の
黒

川

責

史

鷲

が

、
何

で

も

118-
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ヽ
リ

委
員
２０
人
で
協
議
会
設
立

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
や
意
識
調
査
等
実
施

一に軒載（村‥一颯一一」肛̈一」‥‐”̈一」」”“」に」”̈動二‥一

一織一”一̈い”“「枷い中静‘，‥「『一一「̈一一一一・・……，̈

一爆今年
も

卜

万

円
寄

附



情
■
■
口
”
■
●
■
■

長

光

会

長

）

の
昭

和

六

十

一
年

度

の
総

会

は

、

二

月

十

九

日
午

前

十

対

す

る
指

導

な

ど

、

上

位

組

織

と

総

会

で

は

、

古

川

長

光

連

合

会

貢

村

長

が

祝

辞

を

述

べ
ま

し

た
。

村内‖町内会長が出席 した総会

広報ιチろ

地

域

住

民

山

あ

ぐ

り

会

長

）

は

二

月

二

十

日
　

　

　

今

年

度

の
事

業

計

画

で

は

、

村

る

た

め

、

交

通

安

全

は
家

庭

の
中

極

的

に
事

業

を

推

進

す

る

こ
と

に

の
推

進

、

交

通

安

全

家

族

会

議

の

の
事

故

防

止

、

子

供

と
高

齢

者

の

毎

月

一
日

を

「
交

通

安

全

を

語

る

家庭暉 いダいです

交通事故防止は私たちの手で



「貴重な体験となるはずだから、がんばって

広報ι
'41121

■02年度青年海姓三・
=・
´

{三■ギ三二協ヵ際を募集三・

萬
谷
美
奈
子
さ
ん

ア
フ
リ
カ
ヘ
出
発

国
際
協
力
事
業
団
の
青
年
海
外

っ
て

き

ま

す

ご

と

、

ニ

ッ

コ
リ
す

「
現

地

で

は

、

出

来

る

だ

け

多

く

ア

、

ア

フ

リ

カ
、
　

　

◆

派

遣

期

間

　

一
一年

間

中

近

束

、

中

南

米

、
　

◆

海

外

手

当

等

　

現

地

生

活

費

月

途

上

に
あ

る

国

々
　

　

国

の
生

活

実

態

に
も

と

づ
き

支

給

に
対

し

て
経

済

、
　

　

額

に
差

が

あ

る

）
そ

の
他

に
無

職

派

遣

し

て

、

各

国

　

　

◆

費

用

　

訓

練

、

派

遣

に
係

わ

る

の
国

づ

く

り

に
協

　

　

経

費

（
往

復

航

空

費

も

含

む

）
災

和

六

十

二

年

度

春

の
隊

員

を

、

次

　

　

◆

休

職

と

所

属

先

補

て

ん

制

度

に

よ

り

募

集

し

て

い
ま

す

。　

　

　

　

　

休

職

等

の
措

置

で
参

加

を

希

望

す

し

て

３５
歳

ま

で

の

日

本

国

籍

を

持

　

　

と

の
関

連

の
あ

る

分

野

へ
の
協

力

◆

願

書

締

切

　

昭

和

６２
年

５
月

３‐
　

　

も

三

年

間

の
勤

務

実

績

が
あ

る

こ

◆

選

考

試

験

　

第

一
次

選

考

（
筆

　

　

務

の
場

合

は

さ

ら

に
問

接

経

費

を

昭

和

六

十

二

年

六

月

二

十

一
日

　

　

◆

応

募

方

法

　

協

力

隊

所

定

の
願

術

、

健

康

診

断

書

に
も

と

づ

く

間

　

　

◆

問

い
合

せ
先

　

国

隊

協

力

事

業

◆
六
十
二
年
度
春
募
集
説
明
会

・■  |‐警棗



情報をお寄せ<ださい がゆψ● し 5世
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市浦分署が

4月 1日から
市浦消防署に

な<すな緑。な<そうШ火事″

山火事防止に協力を

一　
成
田
晋
治
さ
ん
（磯
松
）

一　

長
男
和

也
ち
ゃ
ん

困つていませんか

潜辱曇履看香満 (同 )

善
意

あ

リ

ガ

と

う

◆

市

浦

村

商

工

会

婦

人

部

（
佐

藤

綾

子

会

長

）

で

は

、

コ
ミ

ュ

〓

７

総

合

落

成

式

の

ボ

ラ

ン
テ

ア
活

動

を

、

社

会

福

祉

に
役

立

て

て
欲

し

◆

相

内

百

万

遍

念

佛

講

中

代

表

の

◆

中

井

春

代

さ

ん

＝

六

万

四

千

四

◆

つ
く

し

会

（
山

内

イ

ツ
代

表

）



ご:観

凛藉

詈野

冒1量衡超
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参
加
し
て
ネ
ノ

健
康
教
室

保
健
衛
生
協
力
員
の
地
区
別
会

議
で
、
六
十
二
年
度
の

「健
康
教

つ
け

た

「
安

東

文

化

の

ふ

る

さ

と

整

備

事

業

」

を

実

施

し

、

こ

れ

ま

で
十

三

湖

中

の
島

公

園

や

相

内

地

が

、
施

設

に
落

書

き

を

し

た

り

、

ド

ア

を

こ
わ

す

な

ど

、

心

な

い
人

公
衆
便
所
の
ガ
ラ
ス
戸
は

二
枚
と
も
こ
わ
さ
れ
、
鏡

も
全
部
取
ら
れ
て
い
る
。

広い川原に春が来た…5
毎年4月は河lll美化月間です。

ポイッ

柏

谷
教

育

長

死

去

年

か

ら

現

職

。
達

　

郎

（
五

所

川

原

）

利

恵

子

（
磯

　

松

）

一ｌ
そ
　
よ

（磯
松
一
６。
歳

ミ
　ヽ
ヤ

（十
三
）
８３
歳

慶
　
治

（相
内
一
８。
歳

由
太
郎

（相
内
）
６‐
歳

松
二
郎

（相
内
一
８２
歳

オた
=事

房チ
==薔=書

晉朧 鏡ζふ
la■糎 教室:

健康づくりの食生活

r続紺訛騨総
一
購
″
馘朧

晰防あだ♀与;
″  ④

l,800K c alの食事づくり

11ム農遅11‐基
歌購 iρ:甲鷲書

轟1絵″t&
1轟轟″し‰11
轟轟お畠11
感 =ふβ,Iを基
難?ツγり,I
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